
２２・０・００

（6）
２２・１１・７

市
長　
住
民
の
要
望
に
対
す
る

事
業
者
側
の
真
摯
な
対
応
を
求

め
る
と
と
も
に
、
行
政
の
機
能

を
果
た
す
よ
う
努
力
す
る
。

議
員　

８
月
に
戦
没
者
追
悼

式
・
平
和
祈
念
式
典
が
行
わ
れ

た
。
平
和
は
全
市
民
の
願
い
だ

が
、平
和
と
は
何
か
、単
に
戦
争

等
が
な
け
れ
ば
平
和
と
言
え
る

の
か
、原
点
に
返
り
、考
え
る
べ

き
だ
。
式
典
で
市
長
が
述
べ
た

積
極
的
平
和
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
積
極
的
平
和
と
は
戦
争

等
の
直
接
的
暴
力
が
な
い
状
態

を
一
歩
進
め
、
世
界
共
通
課
題

で
あ
る
環
境
や
差
別
等
の
解
決

を
含
め
た
考
え
方
で
あ
る
。

議
員　
市
は
「
憲
法
・
平
和
事

業
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い

る
た
め
、
憲
法
を
守
る
こ
と
が

平
和
だ
と
考
え
て
い
る
よ
う
に

聞
こ
え
る
。
一
方
、
平
和
を
守

る
た
め
に
改
憲
が
必
要
だ
と
考

組
織
と
し
て
対
応
す
べ
き
だ
。

教
育
長　
教
員
研
修
等
に
お
い

て
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、

総
合
教
育
相
談
室
や
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
と
連
携
す

る
中
で
解
決
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
児
童
虐
待
を
疑
っ
た
教

員
の
半
数
が
児
童
相
談
所
に
通

報
し
て
い
な
か
っ
た
と
の
報
告

が
あ
る
。
学
校
で
の
児
童
虐
待

の
発
見
・
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　
学
校
が
虐
待
へ
の

認
識
等
を
一
層
高
め
て
、
虐
待

に
か
か
わ
る
情
報
の
共
有
を
徹

底
す
る
よ
う
に
指
導
し
た
い
。

議
員　
三
鷹
駅
の
電
車
発
車
メ

ロ
デ
ィ
ー
と
し
て
、
中
田
喜
直

氏
作
曲
の
「
め
だ
か
の
学
校
」

が
流
れ
て
い
る
。
市
制
施
行
60

周
年
を
契
機
に「
め
だ
か
」を
市

の
魚
に
制
定
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　
前
向
き
な
問
題
提
起
と

し
て
受
け
止
め
た
い
。

活
動
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

市
長　
地
域
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
活
動
を
市
民
と
協
働
し
て

進
め
て
き
た
。
よ
り
多
く
の
市

民
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
を

「
見
え
る
化
」し
て
い
き
た
い
。

議
員　
児
童
・
生
徒
の
い
じ
め

や
不
登
校
の
問
題
は
、
教
員
個

人
の
資
質
に
頼
る
だ
け
で
な
く

議
員　
人
事
院
は
平
成
22
年
度

国
家
公
務
員
一
般
職
の
給
与
に

つ
い
て
、
50
歳
台
後
半
層
の
給

与
水
準
を
重
点
的
に
抑
制
す
る

な
ど
、
引
き
下
げ
改
定
を
勧
告

し
た
。
今
回
の
人
事
院
勧
告
に

対
す
る
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

市
長　
昨
今
の
厳
し
い
社
会
経

済
情
勢
を
反
映
し
た
も
の
と
真

摯
に
受
け
止
め
て
い
る
。今
後
、

東
京
都
人
事
委
員
会
の
勧
告
内

容
も
考
慮
し
て
、
職
員
の
給
与

を
具
体
的
に
定
め
た
い
。

議
員　
人
事
院
勧
告
に
準
拠
す

る
だ
け
で
な
く
、
職
員
の
勤
務

実
績
等
を
的
確
に
反
映
し
た
本

市
独
自
の
給
与
体
系
を
確
立
す

る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。

第
二
副
市
長　
独
自
の
給
与
体

系
を
と
る
こ
と
は
難
し
い
。
人

事
任
用
制
度
の
有
効
活
用
に
よ

り
職
員
満
足
度
を
高
め
た
い
。

議
員　
今
回
の
人
事
院
勧
告
で

は
定
年
延
長
に
つ
い
て
指
針
が

示
さ
れ
た
。
高
齢
社
会
が
進
む

中
で
職
員
の
定
年
延
長
は
必
要

と
考
え
る
が
、
高
齢
期
の
雇
用

に
は
人
事
管
理
・
給
与
体
系
等

に
課
題
が
あ
る
。所
見
を
聞
く
。

市
長　
国
や
東
京
都
等
と
の
対

応
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
と
と
も

に
、
業
務
の
効
率
性
や
人
件
費

抑
制
の
視
点
を
踏
ま
え
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
、
市
民
の
視
点
も
大
変

重
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉三
鷹
市
職
員

の
退
職
者
数
の
変
化
に
つ
い
て

し
た
。
家
族
の「
絆
」、
地
域
で

支
え
合
う
社
会
の
再
生
が
必
要

と
考
え
る
。
高
齢
者
の
見
守
り

議
員　
高
齢
者
の
所
在
不
明
な

ど
地
域
社
会
か
ら
の
孤
立
に
起

因
す
る
様
々
な
問
題
が
表
面
化

議
員　
夏
の
猛
暑
の
影
響
で
、

熱
中
症
に
よ
る
健
康
被
害
の
増

加
が
社
会
問
題
と
な
っ
た
。
本

市
で
の
熱
中
症
に
よ
る
救
急
搬

送
は
、
７
月
に
10
件
あ
っ
た
と

聞
く
。
熱
中
症
対
策
と
し
て
、

①
市
民
へ
の
啓
発
を
強
化
せ
よ

②
保
育
園
で
の
対
応
を
伺
う
。

市
長　
①
市
の
広
報
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
安
全
安
心
メ
ー
ル
等

を
通
じ
、
引
き
続
き
注
意
喚
起

に
努
め
る
②
散
歩
の
時
間
帯
、

園
庭
で
の
日
陰
の
確
保
、
帽
子

の
着
用
等
に
留
意
し
て
い
る
。

議
員　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
多

発
に
よ
る
健
康
被
害
も
懸
念
さ

れ
る
中
、
注
意
報
等
の
広
報
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
現
状
と
課

題
、今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

教
育
部
長　
適
正
サ
イ
ズ
に
十

分
注
意
す
る
よ
う
各
校
長
に
指

導
し
、
改
善
を
図
り
た
い
。

議
員　
五
中
の
遺
跡
発
掘
調
査

の
終
了
を
ど
う
判
断
し
た
か
。

教
育
長　
専
門
的
判
断
に
基
づ

き
、
新
体
育
館
の
建
設
工
事
に

よ
っ
て
そ
の
下
の
遺
跡
の
損
壊

が
な
い
深
さ
で
終
了
と
し
た
。

議
員　
三
鷹
の
財
産
で
あ
る
遺

跡
や
発
掘
品
の
展
示
公
開
に
ジ

ブ
リ
美
術
館
等
の
優
れ
た
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長　
指
摘
の
点
を
踏
ま
え

て
展
示
方
法
を
工
夫
し
た
い
。

議
員　
教
職
員
に
よ
る
校
内
デ

ー
タ
の
持
ち
出
し
は
、
職
場
の

パ
ソ
コ
ン
台
数
の
不
足
が
要
因

で
も
あ
る
。
市
内
公
立
学
校
の

パ
ソ
コ
ン
配
備
状
況
を
伺
う
。

教
育
部
長　
全
教
員
に
配
備
し

講
師
等
の
利
用
を
考
慮
し
て
各

学
校
に
２
台
追
加
配
置
し
た
。

議
員　
教
職
員
に
よ
る
校
内
デ

ー
タ
の
管
理
状
況
を
伺
う
。

教
育
部
長　
パ
ソ
コ
ン
機
能
を

制
限
し
、
情
報
管
理
に
関
す
る

明
確
な
基
準
も
定
め
て
い
る
。

市
長　
防
災
無
線
や
安
全
安
心

メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を

活
用
し
て
お
り
、
今
後
も
速
や

か
な
情
報
発
信
に
努
め
た
い
。

議
員　
学
校
で
の
児
童
・
生
徒

の
熱
中
症
対
策
と
し
て
、
①
夏

休
み
に
際
し
て
の
対
応
を
伺
う

②
十
分
な
塩
分
摂
取
が
大
変
重

要
だ
。給
食
等
で
工
夫
せ
よ
。

教
育
長　
①
熱
中
症
の
未
然
防

止
の
徹
底
を
図
る
よ
う
、
校
長

会
等
を
通
じ
て
注
意
喚
起
し
た

②
今
後
、
十
分
検
討
し
た
い
。

議
員
　
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る

暑
さ
対
策
と
し
て
、
街
路
樹
に

よ
る
木
陰
の
創
出
や
雨
水
を
利

用
し
た
打
ち
水
を
検
討
せ
よ
。

市
長　
指
摘
の
点
を
ま
ち
づ
く

り
に
反
映
し
て
い
き
た
い
。

多
く
の
市
民
が
行
け
る
よ
う
な

バ
ス
路
線
の
整
備
が
必
要
だ
。

都
市
整
備
部
長　
特
段
の
ニ
ー

ズ
が
あ
る
状
況
で
は
な
い
。

議
員　
他
市
の
事
例
を
参
考
に

し
て
、
井
口
西
地
域
や
天
文
台

南
地
域
、井
の
頭
地
域
等
、道
路

が
狭
あ
い
な
交
通
不
便
地
域
へ

定
時
定
路
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の

導
入
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長　
事
例
を
検
証

し
、
可
能
性
を
検
討
し
た
い
。

り
全
線
を
通
る
路
線
を
新
設
せ

よ
②
公
共
施
設
や
病
院
等
を
結

ぶ
循
環
ル
ー
ト
を
新
設
せ
よ
。

市
長　
①
今
後
、
検
討
し
た
い

②
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
市
民
セ
ン
タ
ー
周
辺
地

区
整
備
に
伴
い
、
市
役
所
前
の

バ
ス
ベ
イ
の
拡
充
・
機
能
強
化

を
図
る
べ
き
だ
。所
見
を
問
う
。

第
二
副
市
長　
現
状
で
は
困
難

だ
が
、
今
後
、
検
討
し
た
い
。

議
員　
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
へ

議
員　
商
店
街
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
く
、停
滞
・
衰
退
の
要

因
は
多
様
か
つ
複
雑
だ
。
三
鷹

市
で
は
、
少
子
高
齢
化
や
個
店

の
後
継
者
不
足
に
加
え
、
吉
祥

寺
や
都
心
が
近
い
と
い
う
立
地

条
件
が
要
因
と
考
え
る
。
安
全

安
心
や
教
育
の
観
点
か
ら
も
市

内
商
店
街
の
役
割
は
今
後
ま
す

ま
す
重
要
に
な
る
。
商
店
街
の

役
割
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

市
長　
商
店
会
な
ど
が
主
体
的

に
ま
ち
づ
く
り
に
関
与
し
、
商

店
街
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

議
員
　
「
暮
ら
し
に
密
着
し
た

商
店
街
」
は
ま
ち
づ
く
り
の
キ

ー
ワ
ー
ド
だ
。
町
会
や
コ
ミ
セ

ン
等
と
の
連
携
を
一
層
強
化
し

た
商
店
街
を
、
ま
ち
づ
く
り
の

コ
ア
に
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　
産
業
振
興
だ
け
で
は
な

く
、高
齢
者
福
祉
、地
域
環
境
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
な
ど
多
様

な
視
点
か
ら
検
討
し
て
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

議
員　
む
ら
さ
き
商
品
券
事
業

は
、
市
税
を
投
入
す
る
以
上
、

効
果
を
継
続
的
に
検
証
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
業

の
目
的
や
検
証
結
果
な
ど
に
つ

い
て
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

市
長　
商
店
会
・
商
工
会
の
組

織
力
の
強
化
や
市
内
の
各
産
業

を
結
び
付
け
る
な
ど
の
効
果
が

あ
っ
た
。
商
店
等
の
活
躍
を
支

援
し
つ
つ
消
費
者
に
プ
ラ
ス
と

な
る
商
業
振
興
に
努
め
た
い
。

議
員　
市
内
の
中
学
校
で
は
、

生
徒
の
体
格
に
か
か
わ
ら
ず
旧

Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
で
の
特
号
ま
た
は

１
号
（
適
応
身
長
166
㎝
以
上
）

の
机
と
い
す
を
使
用
し
て
い

る
。
着
座
姿
勢
は
良
好
な
成

長
・
成
育
、疲
労
度
や
学
習
効
率

に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
。
適

切
な
机
と
い
す
の
使
用
に
つ
い

て
校
長
へ
の
指
導
が
必
要
だ
。

え
る
市
民
も
多
い
。
多
様
な
価

値
観
を
持
っ
た
市
民
が
事
業
に

参
加
す
る
た
め「
憲
法
」と「
平

和
」を
別
事
業
に
す
べ
き
だ
。

市
長　
根
本
的
な
理
念
で
は
、

双
方
は
共
通
す
る
と
考
え
る
。

議
員　
憲
法
改
正
は
国
民
の
意

見
が
拮
抗
す
る
問
題
で
あ
る
た

め
「
憲
法
を
記
念
す
る
三
鷹
市

民
の
会
」
も
護
憲
と
改
憲
、
両

方
の
考
え
方
を
受
け
入
れ
る
よ

う
な
広
が
り
が
必
要
だ
。
同
会

の
現
状
、今
後
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
同
会
の
目
的
は
憲
法
の

啓
発
と
普
及
だ
。
今
後
も
市
民

と
協
働
で
事
業
を
進
め
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
男
女
平
等

参
画
事
業
／
全
国
共
通
学
力
テ

ス
ト
に
つ
い
て

模
以
上
の
事
業
計
画
へ
の
地
区

計
画
制
度
の
導
入
を
行
う
。

議
員　
市
内
の
国
有
地
等
が
売

却
さ
れ
る
話
が
あ
り
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
へ
の
影
響
は
大
き

い
。国
・
都
と
の
体
制
づ
く
り
や

政
策
誘
導
等
の
対
策
を
伺
う
。

市
長　
大
規
模
な
売
却
の
前
に

は
、国
・
都
か
ら
照
会
が
来
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
事
前
協
議

に
よ
り
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち

づ
く
り
へ
の
誘
導
が
可
能
だ
。

議
員　
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
等
に

伴
い
、
事
業
者
対
住
民
、
住
民

対
住
民
の
紛
争
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
分
裂
が
心
配
だ
。
市
は
今

後
、ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
。

議
員　
都
市
計
画
は
市
町
村
が

主
体
的
に
行
う
べ
き
だ
。
三
鷹

市
が
目
標
と
す
る
ま
ち
づ
く
り

の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
緑
に
恵
ま
れ
た
質
の
高

い
住
環
境
の
創
出
と
豊
か
な
地

域
社
会
の
形
成
が
目
標
だ
。

議
員　
人
口
増
は
住
環
境
等
に

多
大
な
影
響
を
与
え
る
。
市
内

に
は
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
可
能
な

土
地
が
多
く
、
建
設
に
よ
る
人

口
増
を
懸
念
す
る
。
マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
の
影
響
を
ど
の
よ
う
に

分
析
し
、対
応
し
て
い
く
の
か
。

市
長　
人
口
増
に
伴
い
、
子
育

て
支
援
施
設
の
不
足
等
が
考
え

ら
れ
る
。
人
口
抑
制
や
一
定
規

政
新
ク
ラ
ブ
　
加
藤
　
浩
司
　
議
員

商
店
街
を
コ
ア
に
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
展
開
を
望
む

政
新
ク
ラ
ブ
　
渥
美
　
典
尚
　
議
員

適
切
な
学
校
運
営
、
財
産
活
用
で

学
校
環
境
の
さ
ら
な
る
発
展
を

政
新
ク
ラ
ブ
　
伊
東
　
光
則
　
議
員

熱
中
症
対
策
に

あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を

　
政
新
ク
ラ
ブ
　
伊
藤
　
俊
明
　
議
員

家
族
の
「
絆
」
、
地
域
で

支
え
合
う
社
会
の
再
生
を

政
新
ク
ラ
ブ
　
宍
戸
　
治
重
　
議
員

人
事
院
勧
告
の
動
向
と

定
年
延
長
の
課
題
を
問
う

　
政
新
ク
ラ
ブ
　
吉
野
　
和
之
　
議
員

多
様
な
価
値
観
を
受
け
入
れ
る

「
憲
法
」「
平
和
」事
業
の
展
開
を

政
新
ク
ラ
ブ
　
石
井
　
良
司
　
議
員

三
鷹
の
未
来
に
向
け
た

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

「
め
だ
か
の
学
校
」の
発
車
メ
ロ

デ
ィ
ー
が
流
れ
る
Ｊ
Ｒ
三
鷹
駅


